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▽
広
報
紙
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、毎
月
の

締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
時
間
が
飛
ぶ
よ
う
に

早
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。締
め
切
り
前
の
月
末
、

月
初
は
特
に
そ
う
感
じ
ま
す
。そ
ん
な
中
、ふ

と
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
と
、こ
と
し
の
２
月
は

29
日
ま
で
!!
う
る
う
年
で
す
。１
日
長
い
だ

け
で
得
し
た
気
に
な
り
ま
し
た
。　
　
（
Ｉ
）

▽
先
日
の
大
雪
で
、ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
て
い

る
植
物
の
大
半
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
中
、い
く

つ
か
は
寒
さ
に
耐
え
、元
気
に
育
っ
て
い
る
植

物
が
あ
り
、生
命
力
の
強
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

▼
２
月
に
入
り
、暦
の
上
で
は
立
春
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。暖
か
い

日
差
し
が
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。　
　（
Ｎ
）

宮村 空良くん
　　 羽奏ちゃん
　　 星那ちゃん

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）

（平成23年12月30日生）

（平成23年12月30日生）

（平成27年７月２日生）

「ドンドコドンッ」
姫戸ひかり保育園のわんぱく太鼓
「ドンドコドンッ」
姫戸ひかり保育園のわんぱく太鼓

そら

わかな

せな

みやむら

世界遺産を照らすライトに
　現在、世界文化遺産登録を目指している「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の構成資産の一つである
﨑津集落（天草市）の﨑津天主堂。この天主堂を照らすライトに上天草の技術が生かされていました。
　2014年にグッドデザイン賞を受賞
（公益財団法人日本デザイン振興会）し
た、池田電機株式会社（松島町）が開発し
た「ELIランプ」です。内部に電極を持た
ない「無電極ランプ」で、色鮮やかで自然
光に似た見え方をするという特徴があ
ります。
　池田電機の松本さんは「﨑津集落の皆
さんにとても喜んでいただいた。次は、
地元上天草でも観光施設のライトアッ
プなどに活用してもらい、観光客の増加
につながれば嬉しい」と話していました。

●３月27日は県知事選挙…P8
●まちのわだい…P10
●生涯学習・図書館だより…P12
●健康ガイド…P14
●市立病院だより…P16
●月刊市長室なう…P18
●お知らせ…P20

●３月27日は県知事選挙…P8
●まちのわだい…P10
●生涯学習・図書館だより…P12
●健康ガイド…P14
●市立病院だより…P16
●月刊市長室なう…P18
●お知らせ…P20

●特集・消防団に入ろう…P4●特集・消防団に入ろう…P4

●フォトリポート
　上天草市成人式…P２
●フォトリポート
　上天草市成人式…P２

編  

集  

後  

記

人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち

これからも元気いっぱいすくすく育ってネ。

●パパ
●ママ

宮村 正行さん
千秋さん

◆保護者から

LINE@上天草市上天草市HP
再生紙を使用しています。

松島町
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平
成
28
年
上
天
草
市
成
人
式
が
１

月
３
日
に
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア

ロ
マ
」で
開
催
さ
れ
、３
６
０
人（
男

１
７
４
人
、
女
１
８
６
人
）
が
新
成

人
と
し
て
新
た
な
一
า
を
౿
み
出
し

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
色

や
か
な
振
り
କ

を
ま
と
っ
た
女
性
や
、
႒
ʑ
し
い
ス

ー
ツ
や

付
は
か
ま
の
男
性
が
続
ʑ

と
集
合
。
ٱ
し
ぶ
り
に
࠶
会
し
た
旧

༑
と
記
೦
ࡱ
Ө
を
し
た
り
、
会
話
を

楽
し
ん
だ
り
と
笑
إ
と
笑
い
声
が
あ

;
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ງ
江
市
長
が
「
新
成

人
の
օ
さ
ん
に
は
、
ເ
を
持
ち
、
実

現
に
向
け
て
ए
い
感
性
と
行
動
力
を

も
っ
て
努
力
し
続
け
、
す
ば
ら
し
い


間
と
と
も
に
大
き
く
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
式
ࣙ
。

ক
来
を
担
う
ए
者
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
成
人
式
実
行

委
員
長
の
東
山
༟
さ
ん（
龍
ヶ
岳
）は
、

「
社
会
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
า
ん

で
い
く
決
意
を
込
め
、
自
֮
と



を
持
ち
、世
の
中
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す
」
と


い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
߃
ྫ
の
「
成
人
の
主
ு
」

で
は
、
切
通
֦
希
さ
ん
（
大
矢
野
）、

大
山
枝
里
子
さ
ん
（
松
島
）、
志
水

か
れ
ん
さ
ん
（
姫
戸
）、
中
ྯ
央
ಸ

さ
ん
（
龍
ヶ
岳
）
が
目
ඪ
や
ເ
な
ど

を
堂
ʑ
と
発
表
す
る
と
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
ഥ
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
実
行
委
員
会
が
企
画
し

た
「
思
い
出
の
写
ਅ
ス
ラ
イ
ド
シ
ἀ

ー
」
な
ど
も
あ
り
、
大

り
上
が
り

の
素
晴
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し

た
。

上
天
草
市
成
人
式

二
十
歳
の
新
た
な
門
出

1ɽ͔なৼକをまとっͯձʹ౸ண　̎ɽΈΜな
ྑ͠です　̏. ؒとの࠶ձをتͿ　̐. εϚー
τϑΥϯで͍ࢥग़ʹύνϦ　̑. දはとͯΕ
͔　̒ɽ͏ࣾձ人とͯ͠ಇく͍ؒます　̓ɽ
ϐーε　̔ɽ࣮ ҕһ͓ർΕ༷です　̕ɽ10ɽ11ɽߦ
12ɽ֤ ொをදͯ͠ʮ人のओுʯɻͦΕͧΕのࢥ
͍をಊʑとൃද　13ɽΈΜなҰੜ༑ୡͩΑ　14ɽ͓
ָ͠Έநબձɻ߽՚は୭のखʹ Ć！
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消

団
は
、
消

組
৫
法
に
基
づ

き
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

消

署
と
連
ܞ
を
取
り
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
消

機
関

で
、
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心・

安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
って
い
ま
す
。

　
消

団
員
は
、
普
段
は
各
自
の
職

業
に
ै
事
し
な
が
ら
、
主
に
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
の
ܯ
ռ
や
、
行
方
不

明
者
の

ࡧ
な
ど
消

団
長
の
ট
集

໋
ྩ
に
応
じ
て
出
動
し
ま
す
。
日
ࠒ

は
ۓ
急
時
に
備
え
た
܇
࿅
や
消

施

設
の

検
、
火
災
予

の
ܒ
発
活
動

を
行
い
ま
す
が
、
Ֆ
火
大
会
の
ܯ
備

や
、
地
域
で
行
わ
れ
る

災
܇
࿅
へ

の
参
加
な
ど
地
元
に
ࠜ
付
い
た
活
動

も
行
って
い
ま
す
。

　

消

団
員
の
身
分
は
、
消

署
の

常
勤
消

職
員
と
は
異
な
り
、
ඇ
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
報

ु
の
他
に
、
災
害
や
܇
࿅
に
出
動
し

た
場
合
は
出
動
手
当
な
ど
も
支
給
さ

れ
、
一
定
期
間
勤
務
す
る
と
在
੶
年

数
な
ど
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
活
動
中
の
け

が
に
対
し
て
は
公
務
災
害
ิ
ঈ
制
度

が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ಛू
ফஂʹೖΖ͏

消
防
ஂ
と
は

　

上
天
草
市
が
合
併
し
た
時
、
消


団
員
は
、
１
０
６
６
人
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
ʑ
ݮ
গ
を
続
け
、
今
で

は
当
時
と
ൺ

約
１
０
０
人
も
の
団

員
が
ݮ
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
前
と
ൺ

、
ډ
住
地
外
に
勤
め

に
出
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
増
え
る
な
ど
、

ब
労
ܗ
ଶ
が
変
Խ
し
て
い
る
た
め
火

災
時
に
お
け
る
消

団
員
の
確
保
が

難
し
く
な
って
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
地
域

災
力

の
ॆ
実
と
、
火
災
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
検
౼
。
平
成
28

年
度
か
ら
「
機
能
別
分
団
員
」
制

度
を
導
入
し
、
消

団
員
や
消

職

員
の
̤
̗
に
火
災
現
場
で
不
足
す
る

消

力
を
ิ
完
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
機
能
別
分
団
員
に
は
、

主
に
昼
の
火
災
発
生
時
に
お
け
る
消

火
活
動
を
行
って
も
ら
い
ま
す
。

　

消

団
員
数
が
ݮ
গ
す
る一方
で
、

女
性
消

団
員
数
は
年
ʑ
増
加
し
て

い
ま
す
。
上
天
草
市
で
も
、
平
成
2�

年
４
月
か
ら
志
の
高
い
４
人
が
入
ୂ

し
、
女
性
消

ୂ
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
持
つ
、
き
め
細
や
か
さ
や

優
し
さ
を
生
か
し
て
、
住
宅
用
火
災

ܯ
報
器
の
普
ٴ
ଅ
進
、一人

ら
し
の

高
齢
者
宅
の

火
๚
問
、
住
民
に
対

す
る

災
教
育
や
応
急
手
当
の
普
ٴ

指
導
な
ど
の
面
で
、
特
に
女
性
消


団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ফ

ஂ
ʹ
ೖ
Ζ
͏

全
国
各
地
で
地
震
や
風
水
害
が
多
発
す
る
今
、
地
域
に
密
着

し
た
防
災
組
織
の
必
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、全
国
的
に
消
防
団
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

上
天
草
市
で
も
定
数
１
０
５
０
人
に
対
し
て
９
７
５
人
と
、

消
防
団
員
の
減
少
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ஂ
員
ݮ
গ
に
ࣃ
止
め
を

女
性
の
ࢹ

で
活
動

Ҭの理ղがඞཁです
　消防ஂ員の活動には、地域の理解と協力が必要
です。市では、ै業員が消防ஂ員として入ஂして
いる事業所や、ै業員の消防ஂ活動にੵۃ的に
ྀしている事業所を「消防ஂ協力事業所」として
認定（申請制）しています。認定された場合、市
から「協力事業所දࣔ証」が交付されます。

○株ࣜ会社　༸　天草ཆڕ事業部ཽヶ岳工場
○あまくさ農業協ಉ組合　大矢野統括支所
○あまくさ農業協ಉ組合　松島支所
○あまくさ農業協ಉ組合　姫戸支所
○あまくさ農業協ಉ組合　龍ヶ岳支所
○Ϡマハ天草造　株ࣜ会社
○社会ࢱ法人　姫戸ࢱ会
○株ࣜ会社　山ޱ工務店
○有ݶ会社　山本ݐ設工業
○有ݶ会社　寄Տ電ؾ
○有ݶ会社　池田工務店
○株ࣜ会社　܃田電設
○有ݶ会社　٢田ݐ設
○株ࣜ会社　ૅ
○株ࣜ会社　山電設
○公ӹ社ஂ法人　上天草市シルバー人材センター
○株ࣜ会社　٢田組上天草支店
○ஜࢵඛ光　株ࣜ会社　天草工場

ʻ認ఆ事業所一ཡ（)2��2�1ࡏݱ）ʼ

特集
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ಛ集
消防団に入ろう

　
消

団
は
火
災
発
生
時
に
消
火
活
動

に
駆
け
つ
け
る
大
変
心
強
い
ଘ
在
で
す
。

し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
火
災
の
発
生

を

͙
こ
と
。
消

団
員
を
は
じ
め
と

し
た
、
消

関
係
者
の

火
ܒ
発
活
動

に
よ
り
、
年
ʑ
火
災
の
発
生
件
数
は
ݮ

গ

向
に
あ
り
ま
す
が
、
火
災
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
は
、一人
ひ
と
り
の
心
構

え
が
必
要
で
す
。
今
一
度
、
出
火
原
Ҽ

か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す

き
か

ߟ
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
は
ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
の
出

火
原
Ҽ
別
の
死
者
数
を
見
る
と
、た
ば
こ
、

こ
ん
Ζ
、ス
ト
ー
ブ
の
順
と
なって
い
ま
す
。

他
の
年
代
と
ൺ

、
ݦ
ஶ
な
の
が
、
こ
ん

Ζ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
不
適
切
な
使
用
・

管
理
な
ど
に
よ
り
死
亡
す
る
ྫ
が
多
い

こ
と
で
す
。「
こ
ん
Ζ
」の
出
火
原
Ҽ
は
、

使
用
中
の
์
置
、
周
ғ
の
可
೩
物
に
着

火
な
ど
、 「
ス
ト
ー
ブ
」の
出
火
原
Ҽ
は
、

可
೩
物
の

৮
・
མ
下
な
ど
が
ڍ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
使
用
中
の
取
扱
い
が
原
Ҽ

と
な
り
死
者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
೩
え
や
す
い
も
の
は
近
く
に
置
か
な
い
」

「
外
出
・
ब
৸
前
に
は
火
を
消
す
」「
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
は
洗
濯
物
を
ׯ
さ
な
い
」

こ
と
な
ど
を
ప
ఈ
し
、
火
災
の
発
生
を


ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問合せ先　総務課危機管理防災室　☎0964（26）5544
　̛̖̭　0964（56）4972　
　メール　TPVNV!DJUZ.LBNJBNBLVTB.MH.KQ

消防ஂは基本的に୭にでも参加できる活動です。そんなあなたのチカラが消防ஂには必要
です。会社員、自営業、主්など、年齢・ੑ別・職業問わず、さま͟まな人が参加してい
ます。あなたの入ஂをお待ちしています。

■応募資格　市内にډ住または勤務する18歳以上の
健康なঁੑ
ಈ内容　防火啓発、消防ஂ員募集、消防ஂ事業支׆■

援など（※災害ݱ場には出動しません）
■処۰
○年報ुや出動手当を支給
○活動、子、ۺなどをି与
○公務災害ิঈ、ୀ職報金、දজなどの制度有
■選ߟ方法　面接または書類選ߟ

ঁੑ
消防ୂ

■応募資格（࣍のશͯをຬたす人）
○70歳以下の人
○10年以上の消防ஂ員のܦ験または消防職員のܦ験

がある人
○管۠域内にډ住する人（னその۠域にいる人）
■出ಈ内容　主にனの火災発生時の消火活動
■出ಈൣғ　所ଐ分ஂのൣ囲
■報酬・手当
○報ु　年額10,000円
○手当　１回の出動につき2,300円
■ඃି༩　有り
■ެ務ิࡂঈ　有り

機別
分ஂ員

■申込方法
申込書をメール・̛̖̭などで総務課へ提出してく
ださい。申込書は総務課でする他、市̝Ｐから
もダウンロードできます。

ফ防ஂ員を募集します

͋ͳͨのྗをିしてͩ͘͞いɻ;る͞ͱ上天草のͨΊにɻ

市
民
の
օ
さ
ん
へ

機能別分団員、女性消防隊

৸た͜はΊΔ⾣
ετーϒのۙくʹ೩͑
す͍のをஔ͔な͍⾣

ॅ༻Րܯࡂใثをઃஔ⾣

͜ΜΖを͚ͭっͺな͠ʹ͠
ͯΕな͍⾣

ॴʹはফՐثをઃஔ⾣⾣

͝Ζ͔Βۙॴとの
⾣ମ੍をྗڠ

ত��年̍月̒日ੜɻ平成1�年̐月ʹফஂ
ʹೖஂ͠ɺୈ̐ஂୈ̎෦ୈ̐൝（େखݪ）ʹ
ॴଐɻझຯはςχεͱ͍͏׆ಈతஉࢠɻ

JOUFSWJFX

͞Μ࡚࢘ࢁ
（େொ）

広
が
る
交
流

　
消

団
に
入
っ
て
か
ら
は
付
き
合
い
の

෯
が
広
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
同
じ
൝

の
人
と
は一ॹ
に
食
事
に
行
く
こ
と
も
多

く
、
楽
し
み
の一つ
に
な
って
い
ま
す
。
家

庭
や
職
場
以
外
に
も
、
地
域
に
ڌ
り
所

が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

感
͡
る
や
り
が
い

　
入
団
当
初
は
、
消

団
の
活
動
を
よ

く
分
か
って
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消
・

災
害
活
動
な
ど
を
経
ݧ
し
て
い
く
う
ち

に
、
消

団
の
必
要
性
や
、
地
域
で
担

う
役
割
が
と
て
も
大
き
い
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
消

団
員
は
、
年
齢
も
職

業
も
違
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
組
৫
で

す
が
「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
Ζ
う
」

と
い
う
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ތ
り
を
持
っ
て
消

団
員
と
し
て

地
域
に
ߩ
ݙ
し
た
い
で
す
。
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�݄��ʢʣ۽ຊݝ知事બڍのථ

■༣ศによるෆࡏ者ථのର者ɺ࣍に֘当する人です

■༣ศによるෆࡏ者ථɺあら͔͡め༣ศථূ໌ॻのަ付を受͚るඞཁがあり·す

■༣ศによるෆࡏ者ථに͓͚る理੍ࡌه度
　郵ศによる不ࡏ者投ථの対象者で、さらに上ࢶまたは֮ࢹの障がい（1ڃなど）に該当する人は、あらか
じめ選ڍ管理委員会に届出をした理記載人1人（選ݖڍを有する人にݶる）に、投ථに関する記載をさせ
ることができます。

4 身体に重度の障がいがある人は、郵便で不在者投票ができます

○投ථ手続○郵ศ投ථ証明書の交付申請
　投ථに先立って郵ศによる不ࡏ者投ථをす
ることができる人であることを証明する「郵
ศ投ථ証明書」の交付を、名登録地の上天
草市選ڍ管理委員会に申請します。

上
天
草
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人

①申
　申請書（ॺ名必要）、対象の手ாなど

上
天
草
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人

ᶅ
ࣗ

Ͱ
ỏ

ථ
༻
ࢴ
ʹ
ީ
ิ
ऀ
໊
Λ
ه
ࡌ
͠
ỏ

ɹ

ථ
༻
෧

ʹ
ೖ
Ε
ͨ
ޙ
ỏ
ද
໘
ʹ
ॺ
໊

意：手続には、約１週間程かかりますので、
　　　ૣめに手続きをお願いします。

○身体障害者手ாをお持ちの人
ڃ1 ڃ2 ڃ3

྆下ࢶ、体װ、Ҡ動機 ○ ○ 該当なし
৺ଁ、じんଂ、ثٵݺ、
΅うこう、、小 ○ － ○

免Ӹ、؊ଁ ○ ○ ○

○ઓ傷病者手ாをお持ちの人
特別߲ 第1߲ 第2߲ 第3߲

྆下ࢶ、体װ ○ ○ ○ ○
৺ଁ、じんଁ、ݺ
、うこう΅、ثٵ
、小、؊ଁ

○ ○ ○ ○

○հޢ保険のඃ保険者証をお持ちの人
要հޢ状ଶ۠分 要հ5ޢ

②༣ૹ
　郵ศ投ථ証明書の交付

①ථ用ࢴ・ථ用෧のٻ
　申請書（ॺ名必要）、対象の手ாなど

②༣ૹ
　投ථ用紙、投ථ用෧

ᶆ༣ૹ
　投ථ用紙、投ථ用෧

3 船員で選挙人名簿登録証明書をお持ちの人へ
○選ڍ人名登録証明書の有効期間は大ৎですか。期ݶ切れの場合、再交付が受けられますので、交付申

請を行ってください。
○船員でなくなったなどの理由で選ڍ人名登録証明書が不要となった人は、ฦ却のうえ、取下げの手続き

を行ってください。この手続きをऴえないと、選ڍのたͼに選ڍ人名登録証明書が必要となります。
○選ڍ人名登録証明書をฆ失した人は、「ฆ失届」と、再交付申請が必要となります。
○申請には、選ڍ人名登録証明書交付申請書、船員手ாが必要です。
○証明書の交付には、1週間程度かかりますので、ૣめの手続きをお願いします。

　投ථ当日に仕事やཱྀ行、ങい物などで投ථできない予定の人は、期日前投ථができます。
期日લථ所 期間 ථ時間
大矢野庁舎
松島庁舎 3月11日（金）~26日（土）

午前8時30分 ~ 午後8時
姫戸統括支所

龍ヶ岳統括支所 3月20日（日）~26日（土）

౬島出ு所 3月24日（木）~26日（土） 午前9時 ~ 午後4時

2 選挙当日に用事のある人は期日前投票を

ථ۠ ථ所
第1投ථ۠ 大矢野農ଜ්人の家
第2投ථ۠ 登立小学校体育ؗ
第3投ථ۠ ୩公民ؗؠ
第4投ථ۠ 上公民ؗ
第5投ථ۠ 上体育ؗ
第6投ථ۠ ോのז公民ؗ
第7投ථ۠ 中ೆ小学校体育ؗ
第8投ථ۠ 中小学校体育ؗ
第9投ථ۠ 後公民ؗߐ
第10投ථ۠ 下山公民ؗ
第11投ථ۠ 維中学校体育ؗ
第12投ථ۠ ౬島公民ؗ
第13投ථ۠ 市役所Ѩଜ出ு所
第14投ථ۠ ඉ合漁ଜセンター
第15投ථ۠ 松島総合センター「アロマ」研म室

　この選ڍは、私たちの願いを政治にөさせるための大切な選ڍ
です。օさんのوॏな一ථを棄ݖすることがないよう、必ず投ථし
ましょう。

■ථ日　3月27日（日）
■ථ時間　午前7時 ~ 午後6時
■ථ所　する入場݊に記載してありますのでご確認ください。
■問合せ先ɹ上天草市選ڍ管理委員会（大矢野庁舎2階総務課内）
　☎0964（26）5526

1 当日投票所一覧
ථ۠ ථ所

第16投ථ۠ 市役所松島庁舎Ծ設投ථ所چ
第17投ථ۠ ઘ地۠多目的集会施設ࠓ
第18投ථ۠ 教ྑ木Տ内交流センター
第19投ථ۠ 内野Տ内コミϡχティーセンター
第20投ථ۠ 牟田自治公民ؗ
第21投ථ۠ 姫戸中学校体育ؗ
第22投ථ۠ 姫戸体育ؗ
第23投ථ۠ ඉ島人ࢱセンター
第24投ථ۠ 下Գ川地۠集会所
第25投ථ۠ ౦෩留地۠集会所
第26投ථ۠ 龍ヶ岳体育ؗ
第27投ථ۠ 大道地۠集会所
第28投ථ۠ 池の浦地域学शセンター
第29投ථ۠ 大࡞山地۠集会所
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まちのわだい
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m a c h i  n o  w a d a i  m a c h i  n o  w a d a i  m a c h i  n o  w a d a i  m a c h i  n o  w a d a i  
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　1月̕日（土）、Ѩଜ小学校グラウンドでどんどや
大会が開催されました。前日から地域住民や小中学
生がۙくの山からを運ͼ、ఈ辺約5ᶤ、高さ約15
ᶤの֯すいܗのやぐらを2基組み上げました。当日
は、やぐらを清めた後、子どもたちが火を付けると
バンバンとԻをたてて೩え上がりました。
　২野公民ؗ長は「ԌとԎにࠄޒ豊য়と無病ଉ災の
願いを込めてください」と参加者にݺͼかけていま
した。また、්人会と地۠社協からはぜん͟いが振
るわれたり、子どもたちが残り火でをমくなど、
世間交流をਂめました。

　1月19日（火）、龍ヶ岳中学校の1年生が、上天
草のプロの料理人やホテルܦ営者から仕事の৺構え
やٕを学ͼました。কདྷの産業の担い手である中学
生に自分の地域の仕事について理解をਂめてもらお
うとݝが主催。生ెたちは、ࢣߨの天草࢛観光協
会会長やホテルິのঁকからѫࡰや話し方などを
学んだ他、കポークを使った料理体験も行いまし
た。また、職人の実ԋもあり、ୄの活き造りや天草
大Ԧの火মなどを見た܂原ຑさんは、「൘前さ
んのแஸさきがかっこྑい」と目をًかせていま
した。

　12月24日（木）、Ѩଜ出ு所で行われた「&F&
イングリッシϡスクール」のクリスマスパーティー
に࢛くんが特別ήストとして参加しました。この
企画は、上天草市がスマートフΥンなどで৴する

「-I/&!」で࢛くんサンタの l ݣ z を募集した
とこΖ、当スクールから応募があり実ݱしたもの。
　27人の子どもたちは࢛くんと一ॹに的当てや、
ઇだるまͮくりなどのήームをしてָしみました。
田﨑健ᠳ（9）܅は、「࢛くんがདྷてͼっくりした。
「日はとてもָしかったので、དྷ年もདྷて΄しいࠓ
と喜んでいました。

αϓラΠζࢀՃでօͼͬ͘ΓαϓラΠζࢀՃでօͼͬ͘Γ

͘Μαϯλ͕࢛
͖ͬͯͨ

12／
24ʮ地Ҭのおし͝ͱ৽発ݟ ��ʯ

৬ਓͷٕʹ͕ΩϥΩϥ1／
19

ʮ地Ҭのおし͝ͱ৽発ݟ ��ʯ

Ҭͷឺͱஂ݁ΛਂΊΔ1／
9

ͲΜͲେձ

αϓラΠζࢀՃでօͼͬ͘Γ

　1月30日（土）に、松島総合センター「アロマ」で、
「みんなでつな̜̾！かい～上天草市உঁ共ಉ参画
フΥーラム～」が開催されました。உঁがあらΏる
場面で活༂できるような社会ͮくりについてߟえて
もらおうと市が毎年主催しているものです。
年のフΥーラムでは、ঁੑたちのۤ࿑や、Ϗジࠓ　
ネスの成ޭをඳく物ޠで、ಙ島ݝの小さな町でىこっ
た実話をө画化した「人生、いΖどり」の上ө会が
ありました。ө画を観たঁੑは「あきらめなけれ
願いはうとײじさせられた」と話していました。

上天草市உঁڞಉࢀըフΥーラϜ

୭ً͕ࣾ͘ձΛ
ͯ͠ࢦ

1／
30

上天草市உঁڞಉࢀըフΥーラϜ ࣗ࢈ಈं͔らແঈି༩ɹɹɹࣗ࢈ಈं͔らແঈି༩ɹɹɹ

ಓͷӺʮ্ఱ͞ΜͺʔΔʯ
ಈंࣗؾిʹ

1／
18

　1月18日（月）、日産自動車から上天草市に無ঈି
与された電ؾ自動車（&V）「Fô/V200」の出発ࣜが、
道のӺ「上天草さんͺーる」でありました。ି与さ
れた &V はワΰンタイプの2人乗りで、1回のॆ電で
約190ᶢの行がՄ。さんͺーるには、ॆ電ثが
設置されており、農水産物のൖ送や、出ுイベント
などに使用する予定です。
　出発ࣜでは、۽本日産自動車のࡔ田৴治社長から、
ງߐ市長と上天草さんͺーるのޱߐ幸உ社長に &V1
のݤがされました。

　1月21日（木）、道のӺ上天草さんͺーるでフラ
ワーアレンジメント教室が開催されました。キク生
産者の౻島༸子さん（大矢野町）をࢣߨにটき、ア
レンジメントの基本からバランスのྑい花の置な
どを学Ϳもので、市内から24人が参加しました。
回は、市内の花き農家が生産したトルコギキョࠓ　
ウ、金ڕ草、スターチス、かすみ草の4छ類の花を
使用し、ݝ内有の産地である上天草でഓされて
いる花のछ類なども学る機会となりました。参加
者は ňすごくָしかったので、またやってみたいŉ
と話していました。

ɹɹ地࢈地ফフラワーアレンジメント教室

Ֆʹ͏ͬͱΓ1／
21
ɹɹ地࢈地ফフラワーアレンジメント教室ɹɹ地࢈地ফフラワーアレンジメント教室ɹɹ地࢈地ফフラワーアレンジメント教室
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தԝਤॻؗ ὸ0969（56）0777ʲアロマݺ出ʳ
◦開ؗ時間　午前10時～午後̒ 時（土・日・祝日：～午後５時）
େه೦ਤॻؗ ὸ0964（56）3363̡ 図書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　午前10時～午後̒ 時（土・日・祝日：～午後５時）

ඣ戸ਤॻؗ�ὸ0969（58）2111ʲ姫戸統括支所ݺ出ʳ
◦開ؗ時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：ಉ）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930ʲ図書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：ಉ）

˙ਤॻ͓ؗはな͠ձ（30ʙ̍ؒ࣌）
○தɹԝ：3�12午後2時～　アロマࢹௌ֮室
○େ：2�27午後1時30分～ ママ支援センター
　　　　　2�27、3�12午後2時～ 記೦図書ؗ2F
○ඣɹ3�12：ށ午前10時～　姫戸図書ؗ
○ཾϲַ：2�20、3�19午後2時～ 龍ヶ岳図書ؗ
※日程・場所มߋの場合があるので、各ؗまで確認を

お願いします。

˙ͪΌΜ͓はな͠ձ（20）
○日時　3月3日 　午前10時30分～
○場所　ňアロマŉ ２階ࢹௌ֮室
○ର　̌歳からະ就園ࣇとその保ޢ者

　もうすぐ3月。進学や就職、職場のҟ動などでҾ越
しする人も多いとࢥいます。おҾ越し時に、もし図書
ؗの本がありましたら、ฦ却をお願いします。

このようなバーコードが付い
ている本は図書ؗの本です。

昨年10月に「ぞうりを࡞るཤく」という本が大
矢野記೦図書ؗのฦ却ポストに投വされていまし
た。図書ؗの資料ではありませんので、৺当たりの
ある人は、図書ؗへご連絡をお願いします。

門ग़のલにɺཁνΣッΫ èè

図書館司書のオススメ本
「推本（おしぼん）！！」

Ҡಈ図書ؗ८ճ
2月17日（姫戸）、24日（龍ヶ岳）
3月2日（大矢野）、9日（松島）、16日（姫戸） 
　Ӎ天の場合はཌ日木༵日にԆ期しますが、小Ӎの場
合は決行することもあります。
※詳しい場所・時間などは、社会教育課までお問い合

わせください。

図書のدଃʢ��݄ʣ
　દ本由Ղさま、他3人にご寄ଃいただきました。あ
りがとうご͟いました。

ʰわがʱモハメド・オマル・ア
ブσィン � ஶ、ポプラ社

（大矢野記೦図書ؗ所ଂ）
　ஶ者は目のスーダン人で、19
歳で日本にདྷするきっかけから、
དྷ日した後の20～30までを௲ったエッセーで
す。ಡみだしてページで、ஶ者のボキャブラリー
の豊かさにڻかされ、次ʑに܁り出されるஊの
ʑにসわされました。ಡみ৺地は軽いのに、ߟ
えさせられることが多い本です。
　自分のࢹ野を広げたい人や、とりあえず面白い
本をಡみたい人におすすめしたい１です。

　ショートブレードはイギリスの統的なクッキーで、シンプルなຯと軽い食ײがߚ
とよく合うお՛子です。ӷ体を一切使わず、࠭・バター・小ഴคをࠞぜ、1時間
程ྫྷଂ庫で৸かせ、༼でমきます。
　ご家で、ネーティブスピーカーのティム先生と
イギリスの統的なমき՛子ͮくりとティータイム
をָしみませんか。参加には事前申込みが必要です。
■日時　3月19日（土）13：00開始（12：45受付）
■場所　宮津公園（道のӺさんͺーるཪ）
■参加費　1人100円（当日収）※3歳以下は無料
■ఆһ　30人程度（親子で参加。1家5人まで）
※参加は市内ࡏ住の家にݶります。
手১き用タオル、飲、ۊ行　エプロン、三֯ܞ■

み物
■申込方法　2月15日（月）9時から電話かメール（JOGP!FGSJFOETFJHPNVSB.DPN）

にて受付（先着順）
■申込・問合せ先　イーフレンζオフィス（社会教育課内）　☎0969(28)3361

&�'SJFOETʮՈでγϣートϒレッド
ͮ͘ΓʯにࢀՃしませΜ͔

ޟ

　12月22日（火）、特別ཆޢ人ホーム相生のご厚意により、ベ
ンチ2٭が市に寄ଃされました。龍ヶ岳グラウンドに設置されたベン
チは、施設利用者がࠊを下Ζしてٳむのにとてもॏๅされています。
օさんで大切に利用しましょう。

ਓϗーϜ૬ੜ͔らޢಛผཆޟ
ϕンνのدଃが͋Γましͨ

ʲؗٳʳ
　2月15日、22日、29日
　3月 1日、 7日、14日、22日、28日、31日

図書ؗϚンのओு！
　図書ؗには、たくさんの本が
ฒんでいますが、どうやって
管理しているか知っています
か ? 実は、全ての本に、分類シー
ルをషり、3ܻの字で管理しています。ྫえ、
上天草市では「913」を日本の小આ、「596」は
料理に関する本と分類しています。
　図書ؗにདྷた時は確認してみてください。自分
がどの番号の本をたくさんಡんでいるのか知って
いくと、図書ؗのָしみ方が一つ૿えますよ̇

ֶͼのՌを͝ཡͩ͘͞い！�ੜֶ֔श発දձޟ
　中ԝ公民ؗ࠲ߨとして日頃から活動を行っている࠲ߨ、
サークルなどが一ಊに会し、生֔学श発ද会を開催します。
入場は無料で、どなたでもご観覧いただけます。
　発ද会はステージの部・లࣔの部に分かれ、学श成Ռを
発දすることで自身の意ཉを上させるとともに、「もっ
と学ͼたい」「生きがいを持ちたい」とおߟえのօさまに
情報を提供するものです。
■日時　2月20日（土）　లࣔ10時 ~、ステージ13時 ~
■場所　松島総合センター「アロマ」ホール・1階ロϏー
■問合せ先　中ԝ公民ؗ（社会教育課内）
ɹ☎0969(28)3361˛ࡢ年ͷੜֶ֔शൃදձ
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छ　ྨ ༻ҙすΔの  ର者（݄ੜ） 受ؒ࣌
２か月ࣇ学ڃ バスタオル 24Ⱔ )28.ç1

午後１時

～

１時15分

３～̐か月ࣇ健 バスタオル   2Ⱓ )27.ç11

～̒̓ か月ࣇ健
ハンカチ
または

ハンドタオル
10Ⱔ )27.ç8

１歳̒か月ࣇ健  15Ⱒ )26.ç8

２歳ࣃࣇՊ健 ブラシࣃ
（仕上げຏき） 17Ⱔ )26.ç3

３歳ࣇ健 ௌ力・ࢹ力
検査用紙 22Ⱒ )25ɽç2

ʲॴʳ上天草市保健センター
ʲ༻ҙすΔのʳ子手ாと問ථは、どの健およͼ学ڃでも必ず持参ください。
※2歳ࣃࣇՊ健の問ථは会場でします。

乳幼児健診（3月）

ᏋδႻᛩ Ὁ ࡍͤ܇ࠚʩ˄ ίᵑஉὸ

　ॴ  ؒ࣌ࢪ࣮
（खா受ؒ࣌）

େ૭ޱηンλー �Ⱑɾ�4Ⱑ
22Ⱒɾ2�Ⱑ

࣌���0ʙ࣌�લޕ
ʢޕલ�0࣌�ʙ4࣌���ʣ

อ݈ηンλーࢢ �6Ⱓ
ਵަ࣌ʢखாʣ

࣌���0ʙ࣌�લޕ
ʢਵ࣌��ʣ

ඣށ౷ׅࢧॴ ��Ⱕ ࣌ʙ�0࣌�લޕ
ʢޕલ࣌�ʙ࣌����ʣ

ཾϲַ౷ׅࢧॴ ��Ⱕ �0࣌���0ʙ࣌લ�0ޕ
ʢޕલ�0�0࣌ʙ��04࣌�ʣ

ʲ༻ҙすΔの 　r子健康手ா
上記以外の日もਵ時各統括支所の૭ޱで子健康手ாの発行を行っています。
その場合、保健センターから後日連絡し、保健ࢣ・ӫཆ士の保健ࢦ導を行います。

献血にご協力をお願いします。
（˞���NM （のΈ݂ݙ

छ　ྨ  ؒ࣌ࢪ࣮
ਫ਼ਆ保健相ஊ 3日Ⱔ、17日Ⱔ 午後2時～

ʲॴʳ天草保健所相ஊ室　☎0969（23）0172ç※要予約

福　祉（3月）

小児救急電話相談
ॖ番号（ˌ 8000） 毎日・間　午後7時～午前0時
ダイϠル回ઢの場合　☎096（364）9999

ؒͷࢠͲͷٸප࣌

日祝日在宅医 ίᵑஉὸ
 පӃ໊ʪྍՊʫ （ॴࡏ）ి൪߸

6

্天草内ՊٵݺՊΫ
ϦχッΫʪ内ɾݺʫ

ʢେொొཱʣ
ὸ0�64ï�6ð��00

·͏ͪҩӃ
ʪ内ɾখɾアʫ

ʢদౡொѨଜʣ
ὸ0�6�ï�6ð0���

��

天草ൽ;Պɾ内Պ
ʪൽʫ

ʢେொதʣ
ὸ0�64ï��ð0�0�

ඣށҩӃʪ内ʫ
ʢඣށொඣӜʣ
ὸ0�6�ï��ð����

20
ໟརҩӃʪ内ʫ

ʢେொొཱʣ
ὸ0�64ï�6ð2���

ଜ্ҩӃʪ内ɾখɾϦ
ϋɾਆ内ɾݺɾ॥ɾফʫ

ʢඣށொඣӜʣ
ὸ0�6�ï��ð��02

2� ՊңՊҩӃʪ֎ɾফʫ֎࡚ٶ
ʢେொ্ʣ
ὸ0�64ï�6ð0600

2�

Պ֎ܗʑࠤ
ʪʫ

ʢେொதʣ
ὸ0�64ï�6ð���0

தҩӃʪ内ʫ
ʢඣށொೋؒށʣ
ὸ0�6�ï��ð2�4�

がんサロン
 ؒ࣌ࢪ࣮

３月25日Ⱕ 午後1時30分～3時30分
ʲॴʳ上天草総合病Ӄ6階ߨಊ　☎0969（62）1122
※時間、場所がมߋになる場合がありますので、参加希望

の人はご連絡ください。

日ఔ 時間 場所
2月22日
（月）

10時～11時30分
12時45分～16時 松島庁舎

3月8日
（火）

10時～11時30分
12時45分～16時 大矢野庁舎

3月10日
（木）

̕時～11時30分 Ϡマハ天草造᷂

13時10分　　　
　　～15時30分 上天草総合病Ӄ

■問合せ先　健康ͮくり推進課
　☎0969（28）3381

　住民健意調査ථを3月ॳ०に各世帯に郵送します。
　集ஂ健の希望の有無に関わらず、意調査ථが届いた人
は全員ごฦ送ください。健の内༰や料金は、下දまたは意
。調査ථにಉ෧のパンフレットをご覧ください
■提出方法　ฦ৴用෧にてごฦ送ください
■提出期限　3月18日（金）
■集ஂ݈の日ఔ　7月～9月頃
※݁֩・ഏがん検は6月に各公民ؗなどをレントήン車が

८回します。
※集ஂ健では、ٳ日健・Ϡング健・౬島地۠が対象日

の健にはレントήン車が置されます。
■問合せ先　健康ͮくり推進課
　☎0969（28）3356

ฏùÿॅຽ݈のҙ向
ௐࠪが࢝まΓます

■平成2�年度ॅຽ݈内容ɹ※年齢は平成28年度を基४。

݈߲ ର者 ྉۚ 内容ࠪݕ
生活श׳病健 19～39歳の人

1,000円 ݂ӷ検査、検査、ҩࢣの察、
計ଌ（身長・体ॏ・݂ѹなど）、৺
電図検査（後期高齢者ҩ療健は
ҩࢣが必要とஅした場合のみ）

特定健
40～74歳の国保加入者
40・45・50・55歳の国保加入者 無　料

後期高齢者ҩ療健 後期高齢者ҩ療保険加入者 800円

؊Ԍウイルス検
40歳以上でաڈにಉ検査ྺのない人 800円 による݂࠾ # 型؊Ԍ߅原・$ 型؊

Ԍ߅体検査41・46・51・56・61・66・71歳 で
աڈに検査ྺのない人 無　料

ෲ部Ի検 30歳以上の人 1,600円 Ի検査（؊ଁ・のう・ਛଁなど）
大がん検 30歳以上の人 500円 2日分の検ศによるศજ݂検査
ңがん検 30歳以上の人 1,400円 バリウムによるレントήン検査

子宮ᰍがん検
20歳以上のঁੑ 1,200円

子宮ᰍ部のࢹ・内・細๔（೪
ບをগྔ࠾取する検査）

個別1,900円
21歳のঁੑ 無　料

ೕ
͕
Μ
ݕ


ೕԻ 30～39歳およͼ40歳以上のح
年齢のঁੑ 1,000円 Իによるೕの検査

マンモグラフィ
40歳以上のۮ年齢のঁੑ 1,400円

ೕのレントήン検査個別1,600円
41歳のঁੑ 無　料

ᱷ検ૈࠎ
30歳以上の人 2,000円

かかと部分のີࠎ度をԻଌ定
40ŋ45ŋ50ŋ55ŋ60ŋ65ŋ70歳のঁੑ 600円

前立થがん検 50歳以上のஉੑ 1,600円 による݂࠾ PSA 検査
݁֩・ഏがん検 30歳以上の人 500円 部のレントήン検査ڳ

৽༷ࣜに
リニューアル �

ʲྍؒ࣌ 　r午前9時～午後５時
療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
2月1日ࡏݱの予定දです。合によりมߋすることもあります
ので、ٳ日ࡏ宅ҩ自動電話Ҋ内（0969－23－1400）にお問
い合わせいただくか、ホームページで確認ください。

ΨΠυ߁݈

健康ガイド健康ガイド健康ガイド
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—
市立病院
だより

ᚮ ၲ క ϋ

্ఱ૯߹පӃ
ఆ৴ޱཧऀ　ඉۀࣄ

　
上
天
草
市
民
の
օ
さ
ま
に
は
、
日
ࠒ

よ
り
当
院
お
よ
び
関
連
施
設
の
ӡ
営
に

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
感
ँ
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
地
域
医
療
を
取
り
ר

く
状
況
は
益
ʑ
ݫ
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
ա
ૄ
地
に
お
い
て
は
高
齢
Խ

率
の
上
ঢ
と
গ
子
Խ
に
よ
る
人
口
ݮ
গ

に
ࣃ
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
上
天
草
市
の
人
口
は
市
発
足
時
の
３

２
５
０
２
人
か
ら
平
成
2�
年
�
月
に
は

２
７
1
9
7
人
と
10
年
間
で
5
3
0
5

人
が
ݮ
গ
、高
齢
Խ
率
も
36
�
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
院
の
今

年
の
課
題
は
平
成
2�
年
度
か
ら
都
道
府

県
が
策
定
中
の
地
域
医
療
構
想
に
ど
う

対
ॲ
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
幸
い

天
草
地
域
の
地
域
医
療
構
想
検
౼
専
門

部
会
に
は
、
ࢲ
と
森
看
護
部
長
が
委
員

と
し
て
出
੮
し
て
い
ま
す
の
で
、
上
天

草
地
域
の
現
状
と
必
要
な
医
療
機
能
、

必
要
な
病
চ
数
な
ど
に
つ
き
、
積
ۃ
的

に
発
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
地
域
医
療
構
想
の
内
༰
に
つ

い
て
؆
୯
に
説
明
し
ま
す
。

1　
2
0
2
5
年
の
医
療
ध
要
（
推
計

入
院
患
者
数
）
と
病
চ
の
必
要
量
（
必

要
病
চ
数
）：
都
道
府
県
内
の
構
想
区

域
（
二
次
医
療
圏
）
୯
Ґ
で
、
高
度
急

性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
ຫ
性
期
の

各
機
能
、
在
宅
医
療
等
を
推
計
。

2　
2
0
2
5
年
の
あ
る

き
医
療
提

ڙ
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
：

（
ྫ
）
医
療
機
能
の
分
Խ
・
連
ܞ
を
進

め
る
た
め
の
施
設
整
備
、
医
療
ै
事
者

の
確
保
・
養
成
な
ど
。

　
こ
の
２
つ
が
地
域
医
療
構
想
の
主
な

内
༰
で
す
が
、
当
院
に
と
っ
て
Ө
ڹ
が

大
き
い
こ
と
は
、
2
0
2
5
年
の
天
草

地
域
に
お
け
る
必
要
病
চ
数
が
ど
う
な

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
必
要
病
চ
数

は
、
一
般
病
চ
の
患
者
の
̣
̙
̗
の
レ

セ
プ
ト
デ
ー
タ
や
̙
Ｐ
̘
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
推
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
推
計
を
見
ま
す
と
２
０
２
５
年

の
天
草
地
域
の
必
要
病
চ
数
は
、
２
０

１
４
年
の
２
５
６
９
চ
が
１
３
９
６
চ

と
１
１
６
３
চ
ݮ
গ
し
て
い
ま
す
。
特

に
ຫ
性
期
病
চ
（
療
養
病
চ
）
は
１
４

１
９
চ
か
ら
４
１
１
চ
と
１
０
０
８
চ

の
ݮ
গ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
推
計
の
数

ࣈ
通
り
に
な
れ
ば
、
現
在
療
養
病
棟
に

入
院
中
の
患
者
さ
ん
は
ど
こ
に
行
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　
当
院
と
し
て
は
、
ຫ
性
期
病
চ
（
療

養
病
চ
）
の
病
চ
数
の

ݮ
を
最
低
限

に
す
る
こ
と
と
、
地
域
医
療
構
想
に
対

応
す
る
こ
と
の
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
病
棟
࠶
ฤ
を
ߟ
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
１
つ
と
し
て
今
年
の
４
月
か
ら
̙

Ｐ
̘
（
แ
括
医
療
費
支

制
度
）
に
参

入
し
ま
す
。
̙
Ｐ
̘
に
関
し
て
は
患
者

さ
ま
、
地
域
の
օ
さ
ま
に
色
ʑ
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
院
の
ক
来
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域

の
օ
さ
ま
に
信
པ
さ
れ
応
援
し
て
も
ら

え
る
病
院
と
な
り
、
地
域
医
療
を
守

り
、
地
域
の
発
展
に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
当
院

が
生
き
残
る
た
め
の
།
一
の
道
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
当
院
が

開
設
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
แ
括

医
療
・
έ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
さ
ら

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
ま
で
以
上
に
在
宅
医
療
、
在
宅

介
護
、
保
健
、
福
祉
に
力
を
入
れ
、


ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
د
り
ま
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
病
院
お
よ

び
関
連
施
設
の
職
員
が
一
ؙ
と
な
っ
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
住

民
の
օ
さ
ま
に
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
。
ࡢ
年
４
月

か
ら
は
常
勤
医
師
の
ݮ
গ
で
患
者
さ

ま
、
地
域
の
օ
さ
ま
に
は
大
変
ご



を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
今
年
２
月
８

日
か
ら
は
小
ࣇ
科
の
常
勤
医
（
小
ࣇ
の

入
院
治
療
も
可
能
に
な
り
ま
す
）、
４

月
か
ら
は
内
科
医
１
名
の
採
用
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
建
築
中
の
看

護
学
校
と
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
11
月


に
は
ॡ
工
の
予
定
で
す
。

月 火 水 木 金

内　　Պ
ँ内Պ

本ࡔ
田
ੴ௩

ँ内Պ
（大۽）

田
୩ޱ

応援ҩࢣ

ඉޱ
本ࡔ
ੴ௩
ੴ௩

（10時～）

ඉޱ
田
ੴ௩
守田

本ࡔ
中本

応援ҩࢣ

॥環ث内Պ 田 田 田 田 田
外　　Պ
消化ثՊ 田 野 田

࿇尾 野 ࿇尾

ܗ外Պ ౻松 上原 ౻松
（午後）
久ถ

（橋ؠ）
౻松

小ࣇՊ 田原 田原 田原 田原 田原
産්人Պ 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
ࣖඓҺՊ 大۽ 大۽

Պ　؟ ҄Ҫ 下 下 下 下
ൽෘՊ ሩ

ൻثՊ 小川

Ի・内ࢹ
　センターڸ

࿇尾
野

田
࿇尾

野
田    

田
࿇尾
ᅳ友

田
野

外Պߢޱ・Պࣃ 田 田 田 田 田

月 火 水 木 金
ױٸ
担当

午前 野 田 ࿇尾 田 野
午後 ੴ௩ ୩ޱ 田 ᅳ友 中本

教ྑ木療所 ඉޱ 本ࡔ 応援 応援 ੴ௩

˔療受付時間は、午前8時30分から午前
11時30分までです。

˔木༵日のܗ外དྷ（予約制）は、午後2時
から療を行います。

外Պは月༵から金༵の午後もߢޱՊࣃ˔
療を行います。

˔外Պは月2回（第2・4水༵日）の午後2
時から療を行います。（予約制）

˔ൻثՊは毎週火༵日に療を行います。
˔内Պは木༵の午後5時から午後6時まで

療を行います。
˔療Ҋ内は合によりมߋとなる場合が

あります。ごྃঝください。
■߹ͤઌ　上天草総合病Ӄ
　☎0969（62）1122（ද）

Ӄのকདྷとޙࠓのల

ౙのΫϦーン࡞ઓをߦいましͨ
　12月5日、 ߃ ྫ の ౙ
のクリーン࡞ઓを行い
ました。ྫ年になくஆ
かい日差しの中、ベラ
ンダ、૭ガラス、ブラ
インド、エアコンフィ
ルターなど、日頃手の
届かない所を೦入りに
掃除しました。

#-4 を受ߨして
理学療法士　ೇ本ৡ治

　12月10日、#-S ヘルスケアプロバイダーコース（以下：
#-S）「A)A ৺ഏો生とٸٹ৺݂管治療のためのガイドライ
ン2010」をॳめて受ߨしました。ࢣޢをはじめ、ҩ療ス
タッフをインストラクター̐人で親切ஸೡなٛߨ・実ٕࢦ導
を行い、試験を౿まえると約５時間の有意ٛな研म内༰で
した。
　そもそも #-S とは、「#BTJD -JGF SVQQPSU� 一次໋ٹ処置
のུশ」であり、ٸにれたりଉをىこした人に対してそ
の場にډ合わせた人がୂٸٹやҩࢣにҾきܧぐまでの間に行
う応ٸ手当のことです。ࠓまでは۽本市内に出き１日がか
りの受ߨでしたが、昨年から当Ӄへインストラクターが出ு
してདྷられることで、病Ӄ内での #-S 受ߨがՄとなりま
した。
　ྫ年、当Ӄでは全職員を対象に౦天草分ॺ໋ٹٸٹ士から
の $PR（৺ഏો生法）研मがあり、方法・手ٕとしての知
ࣝはありました。しかし、日ʑの業務として৺ଁリハϏリに
主にै事する中で、リハϏリ中の事故が何時何なる時に生
じてもおかしくはないことからࠓ回の研मに参加しました。
　小ࣇと成人での対処方のҧいや໋ٹでの手順、ॏ要事߲な
どをしっかり学शでき、自分としてはࠓまでよりٸۓ対応へ
の知ࣝ・スキル上が図れ、ٸۓ対応への不安が軽減できた
とࢥいます。
　当Ӄは災害時の地域ڌ病Ӄでもあるため、ࠓ後も #-S、
$PR のスキルアップが必要です。
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今
年
、
上
天
草
市
で
は
３
６
０
人
が
新

成
人
を
ܴ
え
ら
れ
ま
し
た
。
1
月
3
日
に

成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
の
み
な
さ

ん
の
明
る
い
笑
إ
と
晴
れ
着
࢟
は
と
て
も

՚
や
か
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ਂ
い

愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ご

家
族
、
地
域
の
օ
さ
ま
も
お
喜
び
の
一
日

で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
式
の
企
画
・
ӡ
営
に
は
、
新
成
人
の
中

か
ら
実
行
委
員
と
し
て
10
人
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
࢘
会
者
お
２
人
の
初
ʑ

し
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
も
と
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ἀ
ン
で
の
思
い
出
の
写
ਅ
に
は
ջ
か
し

い
声
が
༙
き
、
Թ
か
い
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
新
成
人
の
主
ு
」
で
は
、
各
町

の
代
表
者
が
個
性
๛
か
な
発
表
で
会
場
を


り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
業
に

ྭ
ん
で
い
る
方
、
１
ࣇ
の
母
と
し
て
家
庭

を
支
え
て
い
る
方
、

し
い

事
の
合
間

に
一
日
だ
け
ٳ
み
を
と
っ
て
出
੮
さ
れ
た

方
、
ए
者
ら
し
く
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
ඍ
笑
ま
し
く
ฉ
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
は
成
人
式
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
成

人
式
も
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
な
ง
ғ
気
の

中
に
、
大
人
と
し
て
の
自
֮
を
し
っ
か
り

持
た
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
式
が
予
定
通

り
に
進
み
ま
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
新
成
人
の
օ
さ
ん
の
࢟
を
ഈ
見
し
、ক
来
、

多
く
の
人
が
地
元
で
さ
ら
に
ご
活
躍
い
た

だ
け
れ
ば
、
上
天
草
市
は
大
き
く
発
展
す

る
も
の
と
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
;
る
さ

と
に
ތ
り
と
愛
着
を
持
っ
て
、
ए
い
感
性

と
行
動
力
で
上
天
草
市
を
支
え
る
力
と

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

ץ݄

市長室
ץ݄

市長室
なう

←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

݄ ץ

市長室
݄ ץ

市長室

ඈ༂のઅʹ

　上天草市議会の本会議が、３月定ྫ会からイン
ターネットでࢹௌできるようになります。
、ௌするには、パソコンやスマートフΥンからࢹ　
市のホームページに接続してください。ホームペー
ジトップ画面にある「上天草市議会議会中ܧイン
ターネット৴」バナーをクリックするとࢹௌでき
ます。
　なお、生中ܧは本会議開催日のみの放送となり、
録画中ܧは本会議ऴྃ後、一定期間の後、ࢹௌがՄ
となります。また、ࢹௌする場合は、必ず意

（免責）事߲をよくಡんでࢹௌしてください。
　また、天草ケーブルテレϏでも、本議会の放өを
予定しています。加入しているご家ఉでࢹௌできま
すので、ぜひご覧ください。
■問合せ先　議会事務5536（26）0964☎　ہ

上天草市ٞձຊձٞがΠンλーωットでࢹௌ
で͖ます

ʮٸۓใメーϧʯに͝ొͩ͘͞い

ˎඞਢは必ਢ߲目です。
情報希望地域
　　　大矢野町　姫戸町
ご登録メールアドレス
　　　　　　　　　!UNY.DP.KQ
■氏名

ɹ

■町名

■৴情報（ෳ選Մ）
　※火災情報は必ਢです。
　　　˘火災情報
　　　˘防災情報
　　　˘その他の情報
　　　（行政からのお知らせ等）

入ྗ内容確認 Ωϟンηル

「報メールٸۓ」

本メールは上天草市のօさまにਝ
かつ正確にٸۓ情報をお知らせする
メールシステムです。

Ծ会員登録がྃしました。
下記の 6R- を開き登録画面へお進み
ください。

IUUQ���HXBSOTJO�
BO[BO�KQ�N�BVUI�JOEFY�JE��������LFZ
HVJE ʹ PO

ঘ、記載 6R- は 1 日間で
無効になります。
無効になった場合は
再度お送りください。

注意 !!

0120-800-000
0077-7-111

0800-919-0157
0120-921-156)
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　1月25日、上天草市を大פがऻいました。
　このפにより、市内でも交通障害やஅ水の
他、小・中学校がྟ時ٳ校になるなど大きなӨ
。がありましたڹ
予報やχϡースでも大きくؾの情報は天פ　
取りѻわれていました。日頃から最新のؾ象情
報を入手し、一人ひとりが自然災害に対するリ
スクを定し、ૣめに対策をߨじることの必要
ੑを再認ࣝさせられたࠓ回の大פでした。
　上天草市ٸۓ情報メールシステムに登録いた
だくと、道࿏の交通ن制などٸۓ情報を入手す
ることがՄです。この機会にぜひ登録をお願
いします。
■問合せ先　総務課危機管理防災室
　☎0964（26）5544

ेに一のେפɹʵラΠフラΠンܸʵ

̍ɽ̎ ɽઇʹ෴ΘΕͨඉౡେڮ　̏ɽઇʹຒΕͨंʢཾϲַʣ

� �

�

0120-800-000
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お知らせ

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
別
館

会
議
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
�6
）
０
７
８
３　

☎
総
務
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
市
民
な
ど
の
法
律
な
ど
に
関

す
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

（
家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
問
題
）
の
相
談
に
対
し
、

弁
護
士
が
指
導
、
助
言
な
ど
を

行
い
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
た

は
解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　
3
月
1�
日（
火
）

午
後
１
時
～
５
時

▼
開
設
日
時　
大
矢
野
庁
舎
１

階
相
談
室

▼
相
談
費
用　
無
料

▼
相
談
方
法　
面
談
相
談
で
、

同
一
案
件
に
対
し
１
回
の
相
談

▼
相
談
時
間　
１
人
１
回
30
分

ま
で

▼
申
込
方
法　
完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の

申
込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
総
務
課

総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

行
政
相
談

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望・

意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　
3
月
3
日
（
木
）

○
松
島　
午
後
1
時
～
�
時
・

松
島
庁
舎

▼
開
設
日　
3
月
10
日
（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
1
時
～
�

時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
問
合
せ
先　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴

力
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問

題
、
近
隣
問
題
、
障
が
い
者
差

別
な
ど
人
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
期
日・場
所　
3
月
2
日（
水
）

姫
戸
統
括
支
所
別
館
会
議
室

▼
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
3

時
▼
問
合
せ
先　
総
務
課
総
括
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
2
6

☎
監
理
課

物
品
購
入
・
業
務
委
託
契

約
指
名
競
争
入
札
参
加
者

の
資
格
審
査
申
請（
追
加
）

　
平
成
2�
年
２
月
に
平
成
2�
・

28
年
度
に
お
け
る
上
天
草
市
が

発
注
す
る
物
品
購
入
・
業
務
委

託
契
約
（
建
設
工
事
関
係
に
係

る
契
約
を
除
く
）
に
参
加
す
る

た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付

け
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
追

加
の
受
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
参
加
資
格
を
有
し
て

い
る
人
は
、
今
回
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
期
間　
2
月
29
日
（
月
）
ま

で
（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

▼
時
間　

9
時
～
16
時
30
分

（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

▼
場
所　
監
理
課
（
大
矢
野
庁

舎
）

▼
申
請
方
法　
持
参
ま
た
は
郵

送
（
書
留
郵
便
に
限
る
）

▼
提
出
書
類　
物
品
指
名
競
争

入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審

査
申
請
要
領
の
と
お
り

※
様
式
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
注
目
コ
ン
テ
ン
ツ
／
入
札

契
約
）

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
3
3

☎
都
市
整
備
課

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定

工
事
店
の
新
規
登
録
・
更
新

　
平
成
2�
年
度
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
新
た
に
登
録

を
希
望
す
る
人
と
既
に
登
録
し

て
い
る
人
で
、
平
成
28
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
終

了
し
、
更
新
を
希
望
す
る
人
は

必
ず
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
・
時
間　
2
月
1�

日
（
月
）
～
3
月
�
日
（
金
） 

8
時
30
分
～
1�
時

※
土
、
日
・
祝
日
を
除
く

▼
受
付
場
所　

都
市
整
備
課

（
松
島
庁
舎
2
階
）

▼
必
要
書
類　

①
新
規
に
指
定
を
希
望
す
る
人

は
、
様
式
第
6
号
お
よ
び
こ

れ
に
記
載
さ
れ
た
書
類

②
継
続
で
指
定
を
希
望
す
る
人

は
、
様
式
第
11
号
お
よ
び
こ

れ
に
記
載
さ
れ
た
書
類

▼
登
録
手
数
料　
1
件
に
つ
き

1
万
円

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
水

環
境
係

　
☎
0
9
6
9
（
28
）
3
3
6
6

税
の
ひ
ろ
ば

☎
税
務
課

2
月
の
納
税

▼
固
定
資
産
税　
第
�
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
9
期

▼
納
期
限　
2
月
29
日
（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

2
月
2�
日

（
木
）

※
市
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
固
定
資

産
税
係

○
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

　
税
務
課　
市
民
税
係

○
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

国
税
だ
よ
り

▼
確
定
申
告
は
お
早
め
に

　
平
成
2�
年
分
の
所
得
税
・
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期

間
は
、
2
月
16
日
（
火
）
か
ら

3
月
1�
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
会

場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
を

印
刷
し
て
、
税
務
署
へ
郵
送
な

ど
で
提
出
で
き
ま
す
（
F

－

T
a
x
で
送
信
可
）。

　

ま
た
、
F －

T
a
x
の
電
話

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
☎
0
5
7
0
（
01
）
5
9
0
1

▼
確
定
申
告
の
相
談
は
電
話
セ

ン
タ
ー
「
0
」
番
へ

　
熊
本
国
税
局
で
は
、
3
月
1�

日
（
火
）
ま
で
の
期
間
、「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
確
定
申
告
の
ご
相

談
な
ど
に
電
話
で
お
答
え
し
ま

す
。
税
務
署
の
代
表
電
話
に
か

け
音
声
案
内
で
「
0
」
番
を
選

択
し
、
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ

い
。

▼
青
色
申
告
は
、
申
告
の
年
の

3
月
15
日
ま
で
に
届
出
を
！

　
『
青
色
申
告
』
と
は
、
不
動

産
所
得
、
事
業
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
の
あ
る
人
が
記
帳
を
し
、

そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て
申
告
す

れ
ば
、
所
得
や
税
額
の
計
算
上
、

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
よ

う
と
す
る
人
は
、
そ
の
年
の
3

月
1�
日
ま
で
（
そ
の
年
の
1
月

16
日
以
後
開
業
し
た
人
は
、
開

業
の
日
か
ら
2
カ
月
以
内
）
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

　
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
、

給
与
所
得
な
ど
の
他
の
所
得
と

区
分
し
て
計
算
（
分
離
課
税
）

す
る
こ
と
と
な
り
、
土
地
や
建

物
な
ど
を
売
っ
た
金
額
か
ら
取

得
費
、
譲
渡
費
用
を
差
し
引
い

た
譲
渡
所
得
金
額
に
税
率
を
掛

け
て
計
算
し
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
や
建
物
の
所
有

期
間
が
、
売
っ
た
年
の
1
月
1

日
現
在
で
�
年
を
超
え
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
適
用
す
る
税
率

が
異
な
り
ま
す
。　

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
税
務
署

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
2
5
1
0

☎
保
健
課

年
金
相
談
相
談
・
申
請

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
3
月
18
日
（
金
）
午

前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　
市
役
所
各
窓
口
も
し

く
は
保
健
課
後
期
高
齢
者
医

療
年
金
係
ま
で

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金

手
帳
を
準
備
し
て
お
電
話
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

◯
本
渡
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
２
１
１
２

☎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、
多
重
債
務
（
借
金
問

題
）
で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談

な
ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

困
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
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お知らせ

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

上
天
草
市
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

▼
資
格

　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

○
保
護
者
が
上
天
草
市
に
住
所

を
有
し
、
か
つ
、
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
期
間
中
に
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、専
修
（
専
門
）

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
ま

た
は
大
学
院
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
。

○
勉
学
に
意
欲
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

○
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

○
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
、

ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
か
ら

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

▼
貸
与
額

○
高
校
区
分　

月
額
2
万
円

｛
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
（
1
年
生
～
３
年
生
）、

ま
た
は
専
修
（
専
門
）
学
校

の
高
等
課
程
に
在
学
す
る
生

徒
｝

○
大
学
区
分　

月
額
3
万
円

｛
高
等
専
門
学
校
（
�
、
�

年
生
）、
専
修
（
専
門
）
学

校
の
専
門
課
程
、
短
期
大
学
、

大
学
ま
た
は
大
学
院
に
在
学

す
る
学
生
｝

▼
提
出
書
類　
貸
与
申
請
書
、

推
薦
書
、
世
帯
全
員
の
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
、
保

護
者
の
納
税
証
明
書
（
未
納

が
な
い
証
明
書
）、
保
護
者

の
住
民
票
抄
本
（
写
）

▼
申
込
期
間
・
提
出
先

○
市
内
の
中
学
生
、
上
天
草
高

校
生　
2
月
22
日
（
月
）
～

3
月
11
日
（
金
）
に
各
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
外
の
学
校
に
通
う
生
徒　

2
月
22
日
（
月
）
～
3
月
18

日
（
金
）
に
学
務
課
あ
て
に

郵
送
す
る
か
、
市
役
所
各
窓

口
を
経
由
し
て
学
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
返
還　
卒
業
し
た
日
か
ら
10

年
以
内
に
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
進
学
や
疾
病
な
ど
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
は
、
返
還

猶
予
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
留
意
事
項

○
申
請
し
て
も
奨
学
生
と
し
て

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
高
校
か
ら
大
学
へ
進
学
す
る

場
合
は
、
前
年
度
奨
学
生
で

あ
っ
て
も
、
新
規
に
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
学
務
課
学
務
係

　
☎
0
9
6
9（
28
）3
3
6
4

☎
福
祉
課

い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養

成
の
た
め
の
説
明
会

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
や
電
話

相
談
員
養
成
の
た
め
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　
3
月
11
日
か
ら

13
日
（
3
日
間
）
毎
日
13
時

30
分
か
ら
1�
時
ま
で
（
説
明

は
1
回
30
分
程
度
。
随
時
開

始
）

▼
開
催
場
所　
熊
本
市
民
会
館

2
階
会
議
室

▼
申
込
方
法　
希
望
日
時
の
予

約
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
申
込
が
な
く
て
も
当
日
参
加

可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
熊
本
い
の
ち
の

電
話
事
務
局

　
☎
0
9
6（
3
5
4
）4
3
4
3

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

の
学
習
を
応
援
し
ま
す
　

　

県
で
は
、「
塾
に
通
う
の
が

難
し
い
」「
勉
強
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
た
い
」
な
ど
、
学
習

意
欲
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

「
地
域
の
学
習
教
室
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
退
職
し
た
元
教

職
員
や
大
学
生
が
先
生
と
な
り
、

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
を
行
い

ま
す
。
現
在
、
市
内
に
教
室
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
興
味
が
あ
る

人
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
学
習
支
援
員
」
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
先
生

と
「
学
習
場
所
」
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
者　
主
に
ひ
と
り
親
家

庭
の
小
・
中
学
生

▼
開
所
日　
週
１
回
以
上

▼
受
講
費
用　

１
回
あ
た
り

１
０
０
円
を
上
限

▼
問
合
せ
先　
熊
本
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会

　
☎
0
9
6（
３
２
４
）２
１
３
６

首
都
圏
の
県
出
身
男
子
学
生
寮

「
有
斐
学
舎
」
入
寮
生
募
集

　

　
首
都
圏
の
大
学
に
通
う
県
出

身
の
男
子
大
学
生
の
た
め
の
寮

「
有
斐
学
舎
」
が
平
成
28
年
度

の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
平
成
28
年
４
月
か
ら

首
都
圏
の
４
年
制
大
学
に
進

学
す
る
熊
本
県
出
身
の
男
子

▼
所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏

町
▼
寮
費　

○
２
人
部
屋　
月
額
１
万
２
千
円

○
１
人
部
屋　
月
額
１
万
８
千
円

※
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費

▼
入
舎
費　
７
万
円
（
入
舎
時

に
納
付
）

▼
募
集
締
切　

○
前
期　
３
月
５
日
（
土
）

○
後
期　
３
月
29
日
（
火
）

▼
応
募
書
類
配
付　
県
庁
県
政

情
報
文
書
課
、
県
東
京
事
務

所
、
有
斐
学
舎

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先　
（
公
財
）
肥
後

奨
学
会
有
斐
学
舎

　
☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１

☎
観
光
お
も
て
な
し
課

天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
で
合
唱
公
演
を
行
い
ま
す

　
幻
想
的
な
空
間
で
キ
リ
シ
タ

ン
の
想
い
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
2
月
28
日
（
日
）

○
第
1
回　
11
時
～
11
時
��
分

○
第
2
回　
1�
時
～
1�
時
��
分

▼
場
所　
天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル　
2
階
瞑
想
空
間

▼
出
演　
合
唱
団
Ｑ
・
公
募
団

員
、
指
揮
者
：
曽
木
時
人

▼
曲
目　

○
混
声
合
唱
の
た
め
の
「
や
ま

と
の
さ
さ
げ
う
た
」よ
り「
信

仰
宣
言
」
／
高
田
三
郎

○
混
声
合
唱
の
た
め
の
「
天
草

雅
歌
≪
第
二
集
≫

－

東
方
へ

の
道

－

」
／
千
原
英
喜

▼
料
金　
入
館
料
と
し
て
大
人

６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
（
小
学
生
未
満
は

無
料
）

▼
問
合
せ
先　
天
草
四
郎
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル

　
☎
0
9
6
4
（
�6
）
5
3
1
1

第
5
回 

九
州
ア
カ
ペ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
in
あ
ま
く
さ

2
0
1
6

　
今
年
は
上
天
草
市
で
初
開
催
。

精
鋭
1�
組
と
ゲ
ス
ト
に
よ
る
楽

器
を
一
切
使
わ
な
い
素
晴
ら
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
M
I
C
A
さ
ん
も

登
場
予
定
。
詳
し
く
は
天
草
宝

島
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　
2
月
28
日
（
日
）

○
昼
の
部　
午
後
2
時
～

○
夜
の
部　
午
後
6
時
～

▼
会
場　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
ホ
ー
ル

▼
料
金

○
大
人　

前
売
り
１
２
０
０

円
・
当
日
１
５
０
０
円

○
小
人
（
高
校
生
以
下
）　
５

０
０
円
（
税
込
）

▼
販
売　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ
、
天
草
四
郎
観
光
協

会
▼
問
合
せ
先　
天
草
宝
島
観
光

協
会

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
2
2
4
3

グ
ラ
ッ
と
く
る
前
に
！

お
ト
ク
な
耐
震
改
修
方
法

を
お
教
え
し
ま
す
。

　

　
県
内
の
�
戸
に
1
戸
の
住
宅

は
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
�6
年
以

前
に
建
築
）
な
ど
で
耐
震
性
が

不
足
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
熊
本
の
地
震
災
害
の
危
険
性

や
、
低
コ
ス
ト
な
改
修
方
法
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　
2
月
28
日
（
日
）
午

後
1
時
30
分
～
※
先
着
順

▼
場
所　
桜
の
馬
場 

城
彩
苑

多
目
的
交
流
室

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
県
庁
建

築
課

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）2
5
3
5

ご
当
地
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食
べ
比
べ
！

「
天
草
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
マ
ラ
ソ
ン
」

ゴ
ー
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
！！
　

▼
日
時　
2
月
28
日
（
日
）
午

前
11
時
～
午
後
2
時

▼
場
所　

大
矢
崎
緑
地
公
園

（
天
草
市
）

▼
内
容

○
天
草
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
店
と
全

国
の
ご
当
地
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
店

が
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
販
売
！

○
「
天
草
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
マ
ラ
ソ

ン
」
の
ゴ
ー
ル
セ
レ
モ
ニ
ー 

○
「
島
ん
も
ん
マ
ル
シ
ェ
」
も

同
時
開
催

○
来
場
者
限
定
の
抽
選
会
な
ど

▼
問
合
せ
先　
天
草
広
域
本
部

総
務
振
興
課

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
4
2
1
4

　

こんにちは、
地域包括支援センターです

～介護保険を取り巻く状況～

　հޢ保険制度は、հޢを必要とする高
齢者が自立した日ৗ生活を送れるように
支援し、հޢを行う家のサポートを目
的に平成12年に始まりました。開始か
ら15年がܦաし、当ॳとൺֱすると全
国で高齢化はさらに進み、հޢ保険の認
定を受けた人のが2.4ഒ、հޢ保険に
かかる費用は2.5ഒに૿加しています。
　上天草市の高齢者は、ԣいではあ
りますが、人ޱ自体が減ってきているこ
ともあり、高齢者がめるׂ合は૿え続
けています。ࡏݱでは3人に1人以上は
65歳以上という状況です。
　հޢが必要な人の（グラフ）はだん
だん૿えており、高齢者にめるհޢが
必要な人のׂ合も૿えています。
　ஂմの世が75歳以上となる平成37
年には、高齢者の୯身世帯や්のみ世
帯、認知世帯はさらに૿加します。
　このような状況の中で、ࠓ後も住み׳
れた自宅で、地域で生活するために本人
が、周囲ができることをߟえていきます。

■問合せ先　地域แ括支援センター
　☎0969（28）3378

■্ఱࢢのྸߴ者をऔりݱ͘רঢ়

■্ఱࢢのཁࢧԉ・ཁհޢ認ఆ者のਪҠ

上天草市の㧗㱋者䜢ྲྀ䜚ᕳ䛟⌧≧
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お知らせ

天
草
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ

ー
ド
・
天
草
の
橋
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
　

　
熊
本
県
と
天
草
地
域
観
光
推

進
協
議
会
で
は
、
天
草
の
各
地

域
に
お
い
て
、
県
民
の
幸
福
量

を
増
大
す
る
優
れ
た
取
組
み
を

展
開
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る
「
天
草
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
」
の

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
の
次
の
�0
年
を

担
う
天
草
の
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
「
天
草
に
架
か
る
橋
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
を
併
せ
て
行
い

ま
す
。

▼
日
時　
3
月
1
日
（
火
）
午

後
3
時
～
�
時
3�
分
（
2
時

30
分
開
場
）

▼
場
所　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
あ
ま
く
さ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

○
天
草
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
表
彰
式

○
講
演
（
小
山
薫
堂
氏
）

○
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▼
問
合
せ
先　
天
草
地
域
観
光

推
進
協
議
会

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
２
１
３　

し
あ
わ
せ
イ
ベ
ン
ト
「
く

ま
モ
ン
の
し
あ
わ
せ
フ
ェ

ス
」
を
開
催
し
ま
す
！
　

　

熊
本
県
し
あ
わ
せ
部
で
は
、

幸
せ
を
テ
ー
マ
に
「
く
ま
モ
ン

の
し
あ
わ
せ
フ
ェ
ス
」
を
開
催

し
ま
す
。
し
あ
わ
せ
部
長
く
ま

モ
ン
も
駆
け
つ
け
ま
す
！
来
場

者
全
員
に
特
典
有
。

▼
日
時　
3
月
12
日
（
土
）
午

後
�
時
30
分
～
（
2
時
間
程

度
）

▼
会
場　

ホ
テ
ル
し
ら
さ
ぎ

（
玉
名
市
）

▼
参
加　
事
前
申
込
で
先
着
順

▼
参
加
費　
無
料

　
申
込
方
法
な
ど
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
県
庁
企
画
課

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）２
０
１
８

2018肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
　

　
肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者

や
そ
の
家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心

の
あ
る
人
の
た
め
の
情
報
交
換

の
場
で
す
。

　
肝
臓
の
病
気
に
対
す
る
疑
問

や
、
治
療
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
費
は
無
料
、
事
前
の
申

込
み
も
不
要
で
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
3
月
10
日
（
木
）
午

後
1
時
30
分
～
午
後
�
時

▼
場
所　
天
草
地
域
健
診
セ
ン

タ
ー
2
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　
県
庁
健
康
危
機

管
理
課

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）2
7
8
3

天
草
さ
わ
や
か
大
学
の

学
生
募
集

　

　
高
齢
者
が
健
康
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で

す
。

▼
受
講
期
間　
４
月
か
ら
１
年

間
▼
対
象
者　
天
草
地
域
在
住
の

60
歳
以
上
の
人

▼
日
時　
毎
月
第
４
火
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
場
所　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

（
天
草
市
）

▼
定
員　
20
人

▼
受
講
料　
年
額
５
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　
３
月
2�
日（
金
）

ま
で
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
し
た
ハ
ガ
キ
を

申
込
先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
８
６
３
－
０
０
１
５
天
草

市
大
浜
町
11
－
21
天
草
さ
わ

や
か
大
学
事
務
局　
小
林
敏

子
　
☎
０
９
６
９
（
22
）
５
０
６
１

女
性
の
活
躍
推
進
の
取
組

み
を
お
願
い
し
ま
す

そ
の
他

　
平
成
2�
年
8
月
に
「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し

ま
し
た
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
の
取
組
み

を
進
め
る
た
め
に
、
常
時
雇
用

す
る
労
働
者
（
※
）
の
数
が

3
0
1
人
以
上
の
事
業
主
に
対

し
て
は
、
次
の
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

�
月
ま
で
に
取
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
は
正

社
員
だ
け
で
な
く
無
期
契
約

者
お
よ
び
期
間
契
約
者
で

あ
っ
て
1
年
以
上
継
続
雇
用

者
、
1
年
以
上
雇
用
さ
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
者
を
含
み
ま

す
。
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

が
３
０
０
人
以
下
の
事
業
主

に
つ
い
て
は
努
力
義
務
と
な

り
ま
す
。

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す

る
次
の
�
項
目
の
状
況
把
握
、

課
題
分
析

○
採
用
者
に
占
め
る
女
性
割
合

○
勤
続
年
数
の
男
女
差

○
各
月
の
残
業
等
労
働
時
間
の

状
況

○
管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合

②
行
動
計
画
の
策
定
、
社
内
周

知
、
外
部
へ
の
公
表

③
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
の

都
道
府
県
労
働
局
へ
の
届
出

④
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報

公
表
（
1
項
目
以
上
選
択
）

▼
問
合
せ
先　
熊
本
労
働
局
雇

用
均
等
室

　
☎
0
9
6（
3
5
2
）3
8
6
5

☎
環
境
衛
生
課

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

▼
登
録
・
各
種
届
出

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う

場
合
は
、
市
へ
の
登
録
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
り
、

所
在
地
・
所
有
者
な
ど
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
も
届
出
が
必

要
で
す
。

▼
飼
い
犬
の
咬
傷
事
故

　
最
近
、
飼
い
犬
に
よ
る
咬
傷

  

年金受給者が亡くなったときは
未支給年金を請求できます

ねんきんで笑顔

　年金を受けている人がくなったとき
にまだ受け取っていない年金や、く
なった日より後に振込みされた年金のう
ち、くなった月分までの年金について
は、ະ支給年金としてその方と生計をಉ
じくしていた遺が受け取ることができ
ます。このະ支給年金は、遺が請求し、
一時金として支給されます。
■ٻ者できるҨ͓よͼ༏先ॱҐ
　請求できる遺は、ࢮした人と生計
をಉじくしていた①ۮ者、②子、③
、ᶆଙ、ᶇ、ᶈܑఋ࢞ຓ、ᶉそ
の他①～ᶈ以外の３親等内の親で、受
けられる順ংも上記のとおりです。
請求書に添付する書類
者の年金証書、②請求者（遺ࢮ①　
）とࢮした人の続ฑが確認できる戸
੶、③請求者の住民ථ（世帯全員が記載
されたもの）、ᶆࢮ者の住民ථ除ථ、
ᶇ振込先の金༥機関の༬金通ா、ᶈ生計
ಉ一関係に関する申立書（請求者とࢮ
者が別世帯の場合のみ）を添付する必要
があります。
※住民ථは個人番号の記載がないものに

。りますݶ
■提出のҙ
　ະ支給年金の請求ができる遺でಉ順
Ґ者が２人以上いる場合は、そのうちの
１人がදしてະ支給請求を行ってくだ
さい。また、ະ支給年金が支払われるま
でにおおむͶ３カ月かかります。
■相ஊ・問合せ先
○本年金事務所
　☎0969（24）2154
○市保健課後期高齢者ҩ療年金係
　☎0969（28）3375

事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
飼

い
主
は
普
段
か
ら
飼
い
犬
の
管

理
（
し
つ
け
）
を
し
っ
か
り
行

い
、
自
分
の
犬
が
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
は
、
早
急
に
環
境

衛
生
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
環
境
衛
生
課
衛

生
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
2
4

☎
環
境
衛
生
課

墓
地
を
造
る
と
き
は
市
の

許
可
が
必
要
で
す

　

墓
地
（
お
墓
を
建
て
る
場

所
）
を
移
動
し
た
り
新
し
く
造

る
場
合
は
「
墓
地
、
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
許
可
が

必
要
で
す
。
必
ず
事
前
に
墓
地

経
営
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
無
許
可
の
墓
地
に
建
て

た
お
墓
に
は
、
遺
骨
を
納
め
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
し
た
場
合
は
罰
則
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
や
業
者
が
墓
地

を
造
成
し
て
宅
地
の
よ
う
に
分

譲
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

墓
地
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
環

境
衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
環
境
衛
生
課
衛

生
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

看
護
師
な
ど
の
離
職
時
の
届

出
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
2�
年
10
月
か
ら
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
の
免
許
を
お
持
ち
で
、
働

い
て
い
な
い
人
は
「
熊
本
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
へ
届
け
出

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
W
E
B
サ
イ
ト

「
と
ど
け
る
ん
」
で
も
届
出
が

で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
熊
本
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
（
公
益
社
団
法
人

熊
本
県
看
護
協
会
内
）

　
☎
０
９
６（
３
６
５
）７
６
６
０

農
地
を『
貸
し
た
い
』『
借
り

た
い
』人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本

県
農
業
公
社
）
で
は
、
農
業
経

営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家

な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農

地
を
貸
し
た
い
」、「
良
い
農
地

が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う

人
は
、
市
役
所
や
Ｊ
Ａ
の
担
当

窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　
熊
本
県
農
業
公

社　

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

市のデータ
人　　口 29,108人（- 29）
男　　性 13,733人（- 17）
女　　性 15,375人（- 12）
世　帯　数 12,064戸（-   1）
市の面積 126.15㎢　
平成27年12月31日現在（　）は前月比
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お知らせ

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

を
支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
小
規
模
事
業
者

（
製
造
業
）
の
人
材
育
成
を
支

援
す
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技
術

指
導
を
行
う
人
材
育
成
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
（
公
財
）
く
ま

も
と
産
業
支
援
財
団

　
☎
０
９
６（
２
８
９
）２
４
３
８

��1�

☎
監
理
課

入
札
情
報

□
12
月
2
日
入
札
分

▼
大
道
交
流
広
場
横
断
防
止
柵

改
修
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内 

②（
有
）鬼
塚
ロ
ー
ド
工
業
天
草

営
業
所 

③
龍
ヶ
岳
町 

④
１
６
５
万
２
４
０
０
円

⑤
12
月
～
2
月

▼
市
道
本
郷
線
25
号
、
船
津
神

代
線
舗
装
工
事 

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内 

②（
有
）大
栄
住
宅 

③
姫
戸
町 

④
２
１
２
万
７
６
０
０
円 

⑤
12
月
～
2
月

▼
鳩
の
釜
地
区
防
火
水
槽
用
地

舗
装
工
事 

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②（
有
）大
和
工
業 

③
大
矢
野
町 

④
69
万
９
８
４
０
円 

⑤
12
月
～
2
月

▼
市
道
蔵
々
千
束
線
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
そ
の
2
） 

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内 

②（
有
）渡
辺
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
３
４
８
万
８
４
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
湯
島
東
線
道
路
災
害
復

旧
工
事 

①
大
矢
野
町
湯
島
地
区
内 

②（
株
）川
口
住
建
工
業 

③
大
矢
野
町 

④
２
０
３
万
４
０
０
円 

⑤
12
月
～
2
月

▼
市
道
梅
の
木
学
校
線
道
路
災

害
復
旧
工
事 

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内 

②
浦
上
産
業 

③
大
矢
野
町 

④
３
６
５
万
４
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
賎
の
女
西
1
号
線
道
路

災
害
復
旧
工
事 

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②（
有
）和
田
工
務
店 

③
大
矢
野
町 

④
２
４
３
万
円  

⑤
12
月
～
2
月

▼
合
津
東
多
目
的
集
会
所
屋
根

改
修
工
事
設
計
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
７
８
５
番
地
2

②
コ
バ
設
計
連
合 

③
天
草
市 

④
��
万
３
０
４
０
円 

⑤
12
月
～
1
月

□
12
月
9
日
入
札
分

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設

替
工
事 

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内 

②（
有
）金
子
電
気 

③
大
矢
野
町 

④
８
３
９
万
７
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
湊
大
橋
補
修(

橋
脚
補
修
補

強)

工
事 

①
松
島
町
合
津
地
区
内 

②（
株
）隆
勢 

③
松
島
町 

④
１
４
４
１
万
８
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
蔵
々
千
束
線
道
路
災
害

復
旧
工
事(

そ
の
１) 

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内 

②（
株
）千
原
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
６
４
８
万
円

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
大
谷
線
道
路
災
害
復
旧

工
事 

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内 

②（
有
）堂
下
工
務
店 

③
姫
戸
町 

④
１
２
３
６
万
６
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
四
郎
丸
淵
ヶ
浦
線
道
路

災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内 

②（
有
）肥
後
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
9
０
１
万
８
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

□
12
月
15
日
入
札
分

▼
市
道
天
満
宮
尾
越
崎
線
舗
装

工
事 

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内 

②（
有
）植
田
工
務
店 

③
大
矢
野
町 

④
２
５
０
万
５
６
０
０
円 

⑤
12
月
～
2
月

▼
市
道
蔵
々
下
山
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内 

②（
株
）千
原
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
１
５
１
万
２
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
瀬
高
江
後
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内 

②
江
口
土
木 

③
大
矢
野
町 

④
１
６
８
万
４
８
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
中
の
丸
串
線
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
そ
の
１
） 

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②（
有
）和
田
工
務
店 

③
大
矢
野
町 

④
93
万
９
６
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
内
野
河
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
防
護

柵
修
繕
工
事

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区
内

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発 

③
松
島
町 

④
２
８
４
万
４
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
米
山
星
平
１
号
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
（
そ
の
１
）

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内 

②（
有
）松
原
技
建
工
業 

③
松
島
町 
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④
１
１
４
万
４
８
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
合
津
阿
村
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内 

②（
有
）植
野
建
設 

③
松
島
町

④
１
２
６
万
３
６
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
中
の
丸
串
線
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
そ
の
２
）

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②（
有
）和
田
工
務
店 

③
大
矢
野
町 

④
１
４
２
万
５
６
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
江
樋
戸
線
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②
杉
田
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
２
１
０
万
６
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
米
山
星
平
1
号
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
（
そ
の
２
）

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内 

②（
有
）松
原
技
建
工
業 

③
松
島
町 

④
２
３
１
万
１
２
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
氷
川
水
管
橋
基
本
設
計
業
務

委
託

①
八
代
市
鏡
町
北
新
地 

②
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
株
）

熊
本
事
務
所 

③
熊
本
市 

④
１
９
９
万
８
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

□
12
月
22
日
入
札
分

▼
市
道
米
山
星
平
1
号
線
舗
装

工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内 

②（
資
）福
冨
組 

③
松
島
町 

④
９
１
８
万
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
合
津
地
区
幹
線
管
渠
長
寿
命

化
整
備
管
渠
更
生
工
事 

①
松
島
町
合
津
地
区
内 

②（
株
）千
原
組 

③
天
草
市 

④
７
８
６
万
２
４
０
０
円 

⑤
12
月
～
3
月

▼
市
道
堤
治
郎
田
線
舗
装
工
事

(

そ
の
２)

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内 

②（
有
）中
原
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
６
３
１
万
８
千
円 

⑤
12
月
～
3
月

□
1
月
6
日
入
札
分

▼
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
花
海
好

園
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②（
株
）森
川
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
２
７
５
万
４
千
円   

⑤
1
月
～
3
月

▼
市
道
高
戸
樋
島
線
道
路
整
備

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内 

②（
有
）福
井
建
設 

③
龍
ヶ
岳
町 

④
��
万
３
８
４
０
円 

⑤
1
月
～
3
月

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）

埋
立
申
請
書
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
先 

②
東
和
測
量
設
計（
株
）上
天
草

営
業
所 

③
大
矢
野
町 

④
２
３
４
万
３
６
０
０
円 

⑤
1
月
～
2
月

▼
道
路
台
帳
修
正
業
務
委
託

①
上
天
草
市
一
円 

②
宝
生（
有
）

 

③
松
島
町 

④
１
５
０
万
１
２
０
０
円 

⑤
1
月
～
3
月

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
3
3　

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗

園
・
き
ら
ら
の
里
・
南
風
苑
・

翔
洋
苑
・
相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を

紹
介
し
ま
す
。

○
濱
口
民
謡
教
室
、
中
田
理
髪

店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
創
作
菓
子

工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手

紙
も
み
じ
会
、
圓
尾
玲
子
、

山
本
春
子
、
山
下
エ
ツ
子
、

吉
川
キ
ヨ
カ
、
木
村
政
枝
、

木
下
と
も
子
、
大
矢
野

ひ
ょ
っ
と
こ
愛
笑
会
、
龍
ヶ

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
苓
陽
幼
稚
園

■ൃ行部数　11,800部
ྉ　10,000円ʗ１ࡌܝ■
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■申込期限　ܝ載希望号発行日（※毎月15日発行）の30日前
。載には৹査があります。詳しくは市ホームページをご覧になるか、お問い合わせくださいܝ※
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交通事故でも国保で治療が受けられます！

　船の放置による沈船、不法投棄などが問題と
なっています。使用しない船はそのまま放置せず
適切に処理しましょう。
■放置船が引き起こす問題
①船の係留・流失・沈船による安全航行への支障
②他の船の係留を阻害し、漁業操業者とのトラブ

ルの発生
③漁港などの公共施設の損傷
　
■ FRP船リサイクルシステム（廃船処理）
　平成17年11月から廃 FRP 船を適切に処理し、
再資源化するシステムが導入されました。FRP
船とは、ガラス繊維強化プラスチックを材料とし
て使用している小型船舶（モーターボート、ヨッ

ト、水上バイク、漁船など）です。
　地域ごとに毎年期間を定めて、次のマークのあ
る「登録販売店」で受付を行っています。詳しく
は、お問い合わせください。

■問合せ先　 FRP 船リサイクルセンター
　☎03（5542）1202

廃 FRP船は適切に処理しましょう

■平成26年度回収量
○流木（自然物）約86㌧
○廃プラスチック類（人工物）約17㌧

　交通事故など他人（第三者）から傷害を受けた場
合でも、国保で治療を受けることができます。その
際には必ず市役所に届出をしてください。
　他人による傷病の場合、加害者が治療費を全額負
担するのが原則ですので、国保が一時的に立て替え、
あとで国保が加害者や自賠責・任意保険等に請求す
る必要があります。

①相手を確認
　相手の氏名・住所・連絡先だけでなく、車のナン

バー、免許証、車検証、事故の状況などをメモし
ておきます。
②警察へ連絡
　すぐに痛みがなくても、後遺障害が出るおそれが

あります。小さな事故でも必ず警察に連絡しま
しょう。
③国保へ「第三者行為による傷病届」を提出
　届出をする場合は事故証明書などの必要書類、認

印、運転免許証などの身分証明書、世帯主と本人

の個人番号が記載してあるもの（個人番号カード
や個人番号通知カードなど）、世帯が別の人が申
請手続きをする際には委任状が必要です。

※国保が使えるとき
　他人の飼い犬にかまれたとき、落下物にあたった

とき、傷害事件に巻き込まれたときなど
※国保が使えないとき
　勤務中や通勤途中での事故・飲酒運転や無免許運

転による事故など
■問合せ先　保健課国民健康保険係
　☎0969（28）3354

事故にあったら・・

■採用人数　1人
■受験資格　次の全ての要件を満たす。
○市内に住所を有し、18歳以上の健康な人
○特定非営利活動法人日本防災士機構の防災士資格

取得試験に合格し、当該機構に認証登録されてい
る人

○普通自動車運転免許取得者
○パソコン（ワード・エクセルなど）ができる人
■雇用期間　4月1日から平成29年3月31日
■勤務時間　週29時間
■職務内容
○防災啓発事業に関すること
○防災訓練の計画・実施に関すること
○自主防災組織の設立促進に関すること
○防災関係機関との連携・情報交換に関すること
○警報等発令時の対応に関すること　など
■報酬　月額20万円
※社会保険・厚生年金・雇用保険・通勤手当有

■申込方法
　次の書類（各1部）を郵送などで総務課危機管理

防災室へ提出してください。
○申込書
○防災士認証状の写し
○運転免許証の写し
○その他防災などに関する資格証の写し
■受付期限　2月26日（金）まで
■試験　面接試験
※試験日時などの詳細は、後日本人へ通知します。
■申込・問合せ先
　上天草市大矢野町上1514番地
　上天草市役所総務課危機管理防災室
　☎0964（26）5544

防災管理専門員を募集します
防災啓発の強化に向けて

　周囲を海に囲まれた上天草市に住む私たちにとって、
海はたくさんの恩恵を与えてくれる大切な財産です。
市では、豊かで美しい上天草の海を守るため、海岸漂
着物（ごみ）を回収し、処分を行っています。

■私たちにできること
　漂着物は上天草市以外から流れつくものも多く、全
てをなくすことは困難ですが、美しい上天草の海を守
り、子どもたちに残して行くために、私たち一人ひと
りが普段の生活の中でできることに取り組んでいきま
しょう。

■海岸漂着物を減らすために・・・
①ごみはポイ捨てせずきちんと持ち帰る
②地域の一斉清掃に参加する
③日頃から目に付いたごみを拾う

■ボランティア清掃
　市では、地域のごみ拾いなどのボランティア清掃に
対してごみ袋の支給や、集めたごみの回収などを無料
で行っています。事前に届出が必要となりますので、
希望する人は、環境衛生課までお問い合わせください。
 
■問合せ先　環境衛生課衛生係
　☎0964（26）5524

みんなで守ろう、上天草の海

■平成26年度清掃事業の実施場所（一部）

大矢野町

鯨道周辺
弓ヶ浜海水浴場周辺
宮津海遊公園周辺
貝場漁港周辺

松島町
大池島・池島周辺
高杢島周辺
干切漁港周辺

姫戸町
諏訪公園周辺
牟田漁港周辺

龍ヶ岳町 外平海岸周辺
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　「一般競争入札」とは、上天草市があらかじめ定めた最低売却価格以上で、最も高い価格をつけた人を購
入者に決定する方法です。
　入札に参加を希望する場合は、「市有地売払要領」をよくご理解の上、申込手続をお願いします。
■売払物件
番号 所　　　　　在 地目 構造・築年数 面　積 最低売却価格 備　　　考

1

姫戸町姫浦字里4749
番地7

木造セメント瓦
平家造り・築33年 66.24㎡ 889,600円

合計金額で入札
計　2,895,600円姫戸町姫浦字里4749

番地7 宅地 248.42㎡ 2,006,000円

2

姫 戸 町 姫 浦 字 尾 越
1190番地2

木造セメント瓦
平家造り・築34年 63.68㎡ 762,400円

合計金額で入札
計　3,318,600円姫 戸 町 姫 浦 字 尾 越

1190番地2 宅地 333.99㎡ 2,556,200円

3 姫戸町二間戸字陣内
3215番地 宅地 707.52㎡ 4,125,500円

4 松 島 町 合 津 字 永 友
6721番地1 宅地 1,072.25㎡ 7,253,500円

市有地の一般競争入札による売払いのお知らせ

■入札参加資格
　一般競争入札には特別な資格は不要で、原則とし

てどなたでも参加することができます。
　（ただし、一定の条件の場合を除きます。詳細は
「市有地売払要領」をご覧ください。）
■入札参加の申込期間・場所
○期間　2月16日（火）~26日（金）
　土・日・祝日を除く、午前8時30分から午後5時

まで
※郵送の場合は締切日必着
○受付場所　監理課（大矢野庁舎2階）

■入開札の日時・場所
○日時　3月1日（火）
○受付　午前9時30分～
○入札・開札　午前10時～
○場所　大矢野庁舎書庫棟1階会議室
※詳しくは、市有地売払要領をご確認ください。要

領は、監理課、市民課、姫戸・龍ヶ岳各統括支所
に設置しています。また、市のホームページから
も閲覧・ダウンロードできます。
■問合せ先　監理課管財係
　☎0964（26）5533

　「VISIT あまくさプロジェクト」では、天草エア
ライン（株）と連携して、２月20日（土）就航の新
機体「ATR42－600」に、VISIT あまくさをＰＲす
るヘッドレストカバーを提供します。
　また、シートポケットにはオリジナル観光パンフ
レットを搭載し、客室乗務員もVISIT あまくさオリ
ジナルのエプロンを着用して、天草の魅力を島内
外へ広くＰＲします。
　新しいみぞか号にご搭乗の際は、ぜひご覧くだ
さい！

■問合せ先　企画政策課企画係
　☎0964（26）5511

～ Dream Year 2016～

 
 

各市町２月号広報誌 VISITあまくさ掲載コーナー 

ＶＩＳＩＴあまくさプロジェクト ～Dream Year 2016～ ■問合せ先 企画政策課企画係 ☎0964（26）5511 

「VISIT あまくさプロジェクト」では、天草エアライン（株）と連携して、２月２０日（土）

就航の新機体「ATR42‐６００」に、VISIT あまくさをＰＲするヘッドレストカバーを

提供します。 

また、シートポケットにはオリジナル機内誌を搭載し、客室乗務員も VISIT あまくさオリ

ジナルのエプロンを着用して、天草の 

魅力を島内外へ広くＰＲします。 

新しいみぞか号にご搭乗の際は、 

ぜひご覧ください！ 

ヘッドレストカバー ▲ヘッドレストカバー

◀天草エアラインATR42－600
　機内着用エプロン

上天草の旬を味わう！料理教室を開催 ～中華料理編～
　参加希望者は、氏名と希望する日（どちらか1日）をご連絡ください。
■メニュー　スーパイコ（酢豚）、白菜とちりめんじゃこのチャーハン、

新タマネギのまるごとスープ、季節の野菜タマネギドレッシング添え
■実施日　①3月9日 ( 水 )　②3月10日（木） 
■時間　午前10時開始。12時から試食予定
■場所　農林水産物加工品開発研究センター（大矢野町）
■講師　浦上喜久治さん（農林水産物ブランド推進協議会職員）
■参加費　500円（当日お支払いください。）
■募集人数　各15人（先着順）
■申込方法　2月22日（月）9時から電話で受け付けます。
■申込・問合せ先　農林水産課農業振興係　☎0964（26）5516

■応募方法
　答えを記入して総務課まで送ってください。３問
全問正解した人の中から抽選で５人に500円分の図
書カードを差し上げます。応募はハガキに住所、氏名、
年齢を記入し、送付してください。広報紙の各コー
ナーへのご意見もお待ちしています。
■締め切り　３月15 日（火）※消印有効
■申込・問合せ先　〒869－3692　上天草市大矢野

町上1514　上天草市役所総務課秘書広報係
　☎0964（26）5525
■問題
①昨年11月に行われた、上天草高校生が商品の仕入

れから販売まで行う物産市は ?「上天草○○○○」
（ヒント：12月号）

②生まれ育った故郷や応援したい自治体などに寄付
すると住民税や所得税が軽減される制度は ?「○○
○○納税」（ヒント：１月号）

③ことし３月13日に開催される「天草パールライン
マラソン」は第何回目 ?「第○○回」（ヒント：１
月号）」

■12月号の答え・当選者（敬称略）
①49回②国勢調査③150号
○貝川厚子（大矢野町）
○片山由香（大矢野町）
○川中満寿子（龍ヶ岳町）
○嶋﨑エツミ（松島町）
○橋本賢二（大矢野町）

広報クイズ
図書カードをゲットしよ

う

フラワーアレンジメント親子体験教室を開催します
　親子を対象として、上天草産花きを使ったフラワーアレンジメント教室を開催します。アレンジメントの
基本から、切り花を長持ちさせるコツなどを学んでみませんか？
■内容　上天草産花きを使ったフラワーアレンジメント親子体験教室
■日時　3月19日 ( 土 ) 午後1時30分から1時間程度
■場所　ショッピングプラザキャモン2階イベントスペース
■講師　拇尾芳幸さん（拇尾生花店）
■募集人数　親子2人1組として16組（先着順）
■参加費　1組500円（当日お支払いください。）
■申込方法　2月24日（水）9時から電話で受け付けます。
■申込・問合せ先　農林水産課農業振興係　☎0964（26）5516
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宮村 空良くん
　　 羽奏ちゃん
　　 星那ちゃん

宮村 空良

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）

（平成23年12月30日生）

（平成23年12月30日生）

（平成27年７月２日生）

「ドンドコドンッ」
姫戸ひかり保育園のわんぱく太鼓
「ドンドコドンッ」
姫戸ひかり保育園のわんぱく太鼓

そら

わかな

せな

みやむら

世界遺産を照らすライトに
　現在、世界文化遺産登録を目指している「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の構成資産の一つである
﨑津集落（天草市）の﨑津天主堂。この天主堂を照らすライトに上天草の技術が生かされていました。
　2014年にグッドデザイン賞を受賞
（公益財団法人日本デザイン振興会）し
た、池田電機株式会社（松島町）が開発し
た「ELIランプ」です。内部に電極を持た
ない「無電極ランプ」で、色鮮やかで自然
光に似た見え方をするという特徴があ
ります。
　池田電機の松本さんは「﨑津集落の皆
さんにとても喜んでいただいた。次は、
地元上天草でも観光施設のライトアッ
プなどに活用してもらい、観光客の増加
につながれば嬉しい」と話していました。
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●まちのわだい…P10
●生涯学習・図書館だより…P12
●健康ガイド…P14
●市立病院だより…P16
●月刊市長室なう…P18
●お知らせ…P20
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これからも元気いっぱいすくすく育ってネ。

●パパ
●ママ

宮村 正行さん
千秋さん

◆保護者から

LINE@上天草市上天草市HP
再生紙を使用しています。

松島町
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